
 

 

 

 

 

 

 

今日の体育の時間。 

グラウンドに出ていく時に「水筒」のヒモの部分をもって、ボトルの部分

をカンカン蹴りながら歩いている男の子がいました。 

丁度網に入ったサッカーボールを連続で蹴るかのように（※写真はイメー

ジです。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



私は、その子を手招きして呼びました。 

T「なんで呼ばれたか分かる？」 

S（首を振りながら）「ううん、分からない」 

T「水筒は蹴る物じゃなくて、飲み物を飲むための道具だよ。」 

S「うん。」 

T「だからね、今みたいにカンカン蹴らない方がいい。なぜか分かる？」 

S「壊れちゃうから？」 

T「そう、蹴ってると周りも傷ついて中も割れてしまう事があるからね。」 

S「わかった。」 

T「それからね、水筒を蹴らないで大切に運んだり使ったりしていると、

とてもいいことがあるんだよ。それは分かる？」 

S「うーん、わかんない」 

T「この水筒はね、お父さんとかお母さんが一所懸命働いたお金で買って

貰ったもの。それを大切に使っていると、お父さんやお母さんも嬉しいんだ

よ。あとは、この水筒を作った人もきっと嬉しい。それだけじゃなくてね、

物を大切に使っていると、その姿を見た人から「○○くんってものを大切に

使っていて素敵だな」と思われることが増えるんだよ。つまり、○○くんの

ことを好きな人が増えるっていうこと。」 

S「うんわかった！」 

T（思い切り小声にしてささやくように）「ちなみにね、先生も小さい頃

同じことで大人の人に注意されたんだよ。」 

S「えーほんと！！？」 

T「その時小さかった先生もこんな風に教えて貰ったから、あなたも大き

くなって同じことがあったらぜひこうやって教えてあげてね。」 

S「わかった！」 

その子は笑顔で水筒をもって駆けていきました。 

「物の扱い」は「人の扱い」にも通じると言います。 

以前、コスモスハーモニーの 19 号にも次のことを書きました。 

イチロー選手は、アメリカや日本各地の学校で講演会をしています。 

スーパースターの来校に、どの子も大興奮です。 

当然、子どもたちは次の質問を投げかけます。 

「どうしたらイチロー選手みたいに野球がうまくなりますか？」と。 



イチロー選手は、次のように答えるといいます。 

自分の持っているバットやグローブを大切に使うことだよ。 

シアトルの小学校で講演会をした時も、次のように話したそうです。 

みんな道具を大切にしてください。 

お父さんやお母さんに買ってもらったバットやグラブを大切に扱い、手

入れすることで好プレーが生まれるんです。 

一見、道具を大切にする事と野球が上手くなる事は、結びついているよう

には思えないかもしれません。 

ですが、その野球のトップを走り続けてきたイチロー選手は、使っている

道具を大切にする事こそが一番大切だと言っています。 

小さなころからイチロー選手は、野球道具を大切にしていました。 

どんなに夜遅くまで練習があっても、ロッカー室に戻った後にスパイクの

土を落とし、バット、グラブを一時間以上丹念に手入れしてから帰ったそう

です。 

第 1 クォーターの頃より、道具の扱いは日を追うごとに丁寧になってき

ていますが、まだまだ改善の余地があるのもまた確かです。 

先の水筒の件だけでなく、トイレの使い方も、筆箱の中身の使い方も、実

は毎日のように声をかけ続けているところでもあります。 

ご家庭でも、筆箱の中身をそろえていたり、鉛筆を自分から削っていたり、

水筒やファイルを丁寧に使っている姿などが見られましたら、ぜひ教えてい

ただければと思います。 

「家でこんなことができるようになったんだね」と学校でも力強くその成

長の姿を称え、共に喜びたいと思います。 

その時に、単純に物を大切にしなさいという話だけでなく、その子がそれ

をしたくなるような話があれば尚最高です。 

そういったエピソードなどもありましたら、ぜひ教えてください。 

１学年通信「コスモスハーモニー」読者ページ (google.com) 

以下に、自分自身のエピソードではありませんが、ある本に載っていたお

話を紹介します。 

タイトルは、「牛乳のふたを拾った彼を好きになった」。 

こんな風に物の扱いについて教えられたかったなぁと私が感銘を受けた文

章です。 

https://docs.google.com/forms/d/1DoRWC86GgFFKay0oi7CTk6XcbykJgZ7y9xbvViZBZ-k/viewform?edit_requested=true


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


